
プロファイル

導入システム

株式会社 ほんま
□所在地︓〒062-0052 札幌市豊平区月寒東2条3丁目2-1
□資本金︓3,600万円
□設立年月日︓明治39（1906）年11月
□従業員数︓51名
□主業種︓製造業
□業務内容︓和洋菓子製造、卸、小売
□URL︓http://www.e-honma.co.jp/

□企業理念︓
素材の味を引き出す「まっすぐで正直なお菓子」作りを通じて、
創業の地“北海道”札幌に貢献する

○PCA クラウド プリペイドプラン （Type2 2CAL）
   ・PCA 商魂 X クラウド

北海道のお土産や札幌の人々の定番おやつとして人気の月寒あんぱん。それを製造

しているのが明治39年（1906年）創業の株式会社ほんまだ。同社では恵庭工場の新

築移転をきっかけにそれまでの販売管理システムを見直すことにした。業務効率を

大きく改善するために導入したのが『PCA商魂X クラウド』。実際に業務の効率化

には成功し、いろいろな意味で業務への安心感が加わったと評価している。

PCAクラウド 導入事例

老舗のお菓子メーカーが“信頼性”で選んだ
『PCAクラウド』。OSやパソコンの入れ替え、
移転など外的要因に左右されずに、販売管理を
安心して遂行できる環境づくりに成功。

株式会社 ほんま

・OSのサポート終了、ハードウェアの入れ替えに伴う販売管理ソ
フトの更新費用を抑え、遠隔地に移転した拠点でも利用でき
るシステムにしたい。

・繁忙期でも滞りなく販売管理の入力業務を行いたい。

・カスタマイズなどをせずシンプルな操作で、売上データなどを
柔軟に分析したい。

・『PCAクラウド』ならOSのサポート終了やハードウェアの入れ替えで
も、追加費用を払うことなく、常に最新ソフトを利用できる。拠点が離
れていても同時入力ができ、最新データをリアルタイムに閲覧できる。

・『PCAクラウド』によって同時利用が可能に。業務量を分散できたこと
で繁忙期の業務渋滞を解消。さらに、操作できる人員が増加したこと
で、業務遂行におけるリスク軽減にも成功。

・『PCA商魂X』は標準機能で3次元分析等が可能。売上の中身をより具
体的につかむことができるようになった。

導入効果導入の狙い



株式会社 ほんま
恵庭工場 工場長
児玉 正章 氏

株式会社 ほんま
生産本部 物流部 主任
柿下 省吾 氏

導入前の運用と課題

選定のポイント

導入後の効果

○業績拡大と新工場の新築移転。
   それに対応できる効率的な
   販売管理システムにしたい

○『PCAクラウド』の品質。その
   信頼性が導入の決め手に

○同時入力が可能になり業務
   を分散できた。結果、他の業
   務も可能に

2016年に創業110周年を迎えた株式会社
ほんま。「元祖月寒あんぱん」の製造メーカー
であり、2015年には日本ギフト大賞「北海道
賞」を受賞するなど、同社の銘菓の数々は、お
みやげや札幌市民の定番おやつとして親しま
れている。直営店舗も3軒に増え、2013年に
は恵庭市に新工場を新築移転させている。

このように業績がどんどん拡大していくに
つれて、販売管理をより効率的で安心して遂
行できる環境が急がれていた。同社では以前
は他社の販売管理ソフトのスタンドアロン版
を2台のパソコンで運用していた。2台はそれ
ぞれ別の拠点で使われており、つまり1つの
拠点で1台のパソコンだけで売上入力などを
行っていた。
「1台での処理のため繁忙期は1日中そのパ

ソコンに付きっきりで、結果、他の作業をなか
なか進めることができませんでした」（生産本
部 物流部 主任 柿下省吾氏）
「パソコン自体も古かったんです。ハード

ウェアを入れ替えるならそれに伴うソフトの
ライセンスの更新費用などコスト面も嵩んで
きます。そのためいろいろ延命策を講じつつ
運用していたのですが、恵庭に新工場を新築
移転することが決まり、これを機に新システ
ム導入を検討しました」（恵庭工場 工場長 児
玉正章氏）

新しい販売管理システムの選定において、
同社のシステム周りを担当している東日本電
信電話株式会社 ビジネス＆オフィス営業推
進本部 北海道法人営業部 古坐岳志氏（IT
コーディネータ）は、当初3社のシステムを比
　

現在、同社では2箇所の拠点で計5台のパソ
コンに『PCA商魂X クラウド』をインストール
して使用している。同時接続台数は2台だが
十分に効果が出ていると語る。
「以前は営業担当者が売上を知りたい場合

は、販売管理ソフトをインストールしていた1
台のパソコンが空くのを待って操作していた
のですが、今はこちらの恵庭工場ともう1箇所
の拠点の両方から、5台のパソコンのうちど
れかを使ってスムーズに数字を確認していま
す。実はこれまで数字の確認や入力は、繁忙
　

較検討したという。最終的にPCAを選んだ決
め手は『PCAクラウド』の性能・品質の高さ
だった。
「PCAが他社に先駆けてクラウドサービス

を展開していることはよく知っていましたが、
株式会社ほんま様の業務に適しているかどう
かをじっくり検討するために、実はクラウドの
データセンターの比較検討もしたんです。ク
ラウドサービスを提供している企業は各社と
もデータセンターについてオープンにできな
い部分が多々あるのですが、PCAの担当者か
ら『PCAクラウド』の厳重なセキュリティにつ
いて可能な範囲で教えていただき、これまで
の『PCAクラウド』の導入実績やPCAがクラウ
ドサービスの設備などに大きく投資してきた
背景なども知りました。本稼働の前にはテス
ト導入の期間も設定してもらいじっくり検討
することができました。株式会社ほんま様の
本間社長様も『PCAクラウド』について、これ
はいい︕と高く評価し導入しました」（古坐氏）

8,000法人を超える導入実績や厳重なセ
キュリティなどの『PCAクラウド』の信頼性に
加え、同時に数カ所の拠点から販売管理の入
力ができること。そしてパソコンなどハード
ウェアの老朽化やOSのサポート終了などに
左右されない点も評価に加えられ、『PCA商
魂X クラウド』が導入された。

恵庭工場
月寒あんぱんをはじめとする、ほんま
の全商品を製造。北海道はもとより全
国各地へ毎日お届けしています。
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東日本電信電話株式会社
ビジネス＆オフィス営業推進本部
北海道法人営業部
古坐 岳志 氏

（ITコーディネータ）

○パソコンの入れ替え時も、
   自分たちだけで簡単にイン
   ストールできた

○『PCA商魂X』の標準機能で
   売上の中身を具体的に知る
   3次元分析が可能

期ともなると主に私が1台のパソコンに貼り
付いている状況でした。しかし今は同時入力
できるので業務量を分散でき、おかげで他の
業務も進めることができ、これはとても大き
な効果だったと考えています」（柿下氏）

のかな︖』と半信半疑でやってみたところ、本
当に簡単にインストールできたんです。新しい
パソコンにあっさりと自分たちだけで設定で
き、すぐに作業ができる状況になりました。手
間がかからないこのスピード感はとてもよ
かったと思います」（児玉氏）

スピードという点では導入前に唯一気掛か
りだったのが『PCAクラウド』の入力の処理時
間だったという。しかしその心配は無用だっ
たと語る。
「当初、クラウド導入後は入力のレスポンス

や処理時間に、条件によっては遅さを感じる
かもしれないと言われたのですが、実際に使
い始めてからはスピードはまったく気になり
ません。ストレスフリーに『PCAクラウド』を
使っています」（児玉氏）

社内のシステム管理を長年担当してきた児
玉氏は、『PCA商魂X クラウド』について「こ
れが時代のスピードなんだ」と実感したこと
があったという。『PCAクラウド』導入前から
老朽化が懸念されていたパソコンだが、案の
定クラウド導入後半年で入れ替えることに
なった。以前ならシステム会社の担当者を呼
んでパソコンにソフトを設定していたが、今
回は大きく違ったという。
「せっかく『PCAクラウド』を導入したのだ

から、自分たちだけで『PCA商魂X クラウド』
を実際にインストールしてみようと思いまし
た。そこで柿下さんと一緒に、『本当にできる
　

同社では営業活動に利用する分析データ
を『PCA商魂X』に標準搭載の機能を使って作
　

システム概況図

営業は2拠点で
数字を確認

『PCA商魂Xクラウド』
で解決

『PCA商魂Xクラウド』
で解決

【課題】
・OSのサポート終了
・パソコンの入れ替え
・移転による距離の発生

【選定ポイント】
・厳重なセキュリティの
 データセンター
・8,000法人超えの導入実績

入力作業以外
の仕事に時間
を費やすこと
ができる 本社と工場の2拠点で

計5台のパソコンにインストール
本社と工場の2拠点で

計5台のパソコンにインストール

販売管理の入力
業務を分散化

本社工場工場
『PCA商魂X』の標準
機能で、売上の内容を
得意先別・商品別など
3次元分析が可能

売上集計表
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ピー・シー・エー株式会社 Since 1980.8.1

『PCA商魂X クラウド』の導入メリットを大
きく実感している同社では、現在、『PCA商管
X』の導入も具体的に検討している。食品への
安全意識が高まり、食のトレーサビリティ（流
通経路の追跡）が重要視される時代の中で、
販売管理と在庫管理を連携させることで消費
者からの信頼をさらに深められると考えてい
る。
「当社では今後も多くの方々からおいしく召

し上がっていただける銘菓を作り続けていき
ます。当社の社員はみんな自社の商品が大好
きなんです。上質な原料と丹念な製法で一つ
ひとつ丁寧に作る手法も貫いていきます。今
後は販売管理・在庫管理をさらに充実させ
て、地元だけでなく全国の皆さんに当社のお
菓子をもっと知っていただきたいですね」（児
玉氏、柿下氏）

『PCA商魂X クラウド』による業務の平準
化によって、操作できる従業員数の増加にも
成功した点を柿下氏は次のように語る。
「別の販売管理ソフトから『PCA商魂X』へ

移行したわけですが、多くの社員は時間をか
けずにスムーズに操作できるようになりまし
た。以前は販売管理ソフトを取り扱える人が
限定されており、万が一その社員が風邪など
を引いた場合、業務が滞る恐れがありました。
しかし今は『PCAクラウド』によって同時利用
はもちろんですが、操作できる人の数そのも
のが増えたことで、業務停滞のリスクを軽減
できたと思います」（柿下氏）

システムのプロである古坐氏から見た場
合、『PCAクラウド』は「資産ではなくサービス
　

今後の課題と展望

を利用する」という点で、会社規模の大小を
問わず企業全般において導入ハードルが低い
サービスだと語る。
「スクラッチ開発よりもずっと安く利用でき

るのが資産を持たないクラウドサービスの特
徴です。これまではクラウドというと処理時
間のスピードを懸念する声がありました。確
かに一部ではその問題があるのも事実です
が、OSやソフトウェア、ハードウェア、ネット
ワークの性能がますます向上し進化のスピー
ドも速い時代の中で、情報システムのサービ
スを利用するクラウド型は今後さらに処理速
度も改善され機能の対応力も広がり、魅力が
増すサービスだと考えています」（古坐氏）

○クラウド型サービスは今後
   ますます魅力を増す環境が
   そろっている

成している。主に利用しているのは売上集計
表や売上明細表だが、例えば売上集計表を任
意の期間指定を行い、商品別や地域別、ある
いは得意先別などの区分を設定し抽出するこ
とで売上の中身をより具体的に分析できる。
売上集計表では平均売価の出力もできるよう
になっており、これらの3次元分析は『PCA商
魂X』に最初からパッケージされている内容
だ。
「現状ではカスマイズなどは一切行うこと

なく、『PCA商魂X』の標準機能で欲しい数字
をつかめています。今回初めてPCAのソフト
を使ったのですが、パッケージソフトとしての
完成度が高く、本当に困っている部分があり
ません。PCAでは実際のユーザーの声を聞き、
その意見をバージョンアップの際に反映して
いると聞いたのですが、その結果がこのソフ
トの内容に結びついていると思います」（児
玉氏）

株式会社 ほんま HP
http://www.e-honma.co.jp/

恵庭工場内の様子




